
              令和６年度       学校評価 中間評価結果          珠洲市立上戸小学校     

重点

目標 

自己評価 
備考 

評価項目 具体的取組 評価指標 評価：達成度判断基準 取組の状況・結果 達成状況 

学
び
づ
く
り 

総合的な学

力の向上 

・学力調査の結果を分析して定
着していない内容を授業や朝
学習で補強する。 
・授業での学んだ知識や言語力
を活用して思考，判断し表現
する活動場面の設定。 
・国語検定，算数検定の取組 

【成果指標】 
各種・学力調査の結果
が県及び国の平均を上
回っている。 

全国学力学習状況調査・市学力調
査の結果が全国平均、県基礎学力
調査の結果が県平均を上回ってい
る教科が全体の 

 調査対象は１１科目で，そのうち全

国平均や県平均を上回っている科

目は９科目で 82％だった。学年問わ

ず，学力が向上している。学力調査

結果の分析や授業での姿から一人

ひとりのつまずきを把握し，授業や朝

学習で補強していく。 

A 

主担当：中谷 

評価方法： 

学力調査 

評価実施時期： 

８月，１月 Ａ: ８０％以上 
Ｂ: ７５％以上 
Ｃ: ５０％以上 
Ｄ: ５０％未満 

学力向上プ

ランの推進 

・授業でリレートークによる対話
場面の設定。 

 
・話し方，聞き方を各学級の実
態に応じて指導する。 

【成果指標】 
相手の話をしっかり聞
いたり自分の考えを伝
えたりすることができる
力が児童に身に付いて
いる。 

学習アンケートで「みんなに聞こえ
る声で考えを伝える」という項目で
肯定的な回答をした児童の割合が 

 ４月～７月のアンケートでは、肯定

的な回答をした児童の割合は 96％

だった。自分の考えを最後まで言うこ

とができている。授業中だけでなく、

集会などでも感想をみんなに聞こえ

る声で伝えることができる。 

A 

主担当：中谷 

評価方法： 

児童に対する学

習アンケート 

評価実施時期： 

７月，１月 

Ａ: ９５％以上 
Ｂ: ８５％以上 
Ｃ: ７５％以上 
Ｄ: ７５％未満 

GIGA スクー

ル構想の推

進 

・週に一度，タイピングの技能を
計測する時間を設ける。 
・休み時間や家庭学習等で，積
極的にクロームブックを活用さ
せる。 
・３年生については，ローマ字の
学習の定着を図る。 

【成果指標】 
児童にタイピングの技
能が身に付いている。 

タイピングのアプリを活用する。５分
間で入力できる文字数の平均（３～
６年）が 

 文字数の平均は３０７文字だった。

４月と比べて、ほとんどの児童のタイ

ピング速度が上がっている（３０文字

程度増）。今後も、授業の中で、クロ

ームブックを積極的に使っていく。 

C 

主担当：松本 

評価方法：タイピ

ングアプリ 

評価実施時期： 

７月，１月 
Ａ: ３６０文字以上 
Ｂ: ３３０文字以上 
Ｃ: ３００文字以上 
Ｄ: ３００文字未満 

心
づ
く
り 

明るい挨拶

があふれる

学校づくり 

・生活目標に挨拶に関する目標
を決め、挨拶の習慣の定着を
図る。 

 
・「あいさつ４つのコツ」を学級で
指導し意識させる。 

【満足度指標】 
児童がすすんで挨拶
する習慣が身に付いて
いる。 

児童アンケートで「挨拶は、明るく、
いつでも・どこでも・だれにでも、先
にしている。」という項目で強肯定
な回答をした児童の割合が 

 前期（７月）のアンケートで、強肯定

な回答をした児童の割合は７４％だ

った。登校時の挨拶は明るく先に挨

拶している。「グッドマナーキャンペ

ーン」などの、あいさつ週間を通し

て、いつでも、どこでも、だれにでも

進んで挨拶ができるように働きかけて

いく。 

C 

主担当：中村 

評価方法： 

児童アンケート 

評価実施時期： 

７月，１月  Ａ: 児童の９０％以上 
Ｂ: 児童の８０％以上 
Ｃ: 児童の７０％以上 
Ｄ: 児童の７０％未満 

児童が相談

できる体制

の構築 

・スクールカウンセラーの個人面
談を行う。 

 
・担任との個人面談を定期的に
行う。 

【努力指標】 
児童が相談できる機会
を設けている。 

月 1 回以上児童との面談を行った
クラスが 

 全学級で月１回以上担任が児童と

の面談を行った。定期的な担任との

面談以外に、スクールカウンセラー

や担任以外との面談（上戸っ子面

談）も行った。今後も継続して児童が

相談できる機会を設けていく。 

A 

主担当：中村 
評価方法：担任
からの報告等 
評価実施時期： 

７月，１月 
Ａ: ４学級 
Ｂ: ３学級 
Ｃ: ２学級 
Ｄ: ２学級未満 

 



重点

目標 

自己評価 
備考 

評価項目 具体的取り組み 評価指標 評価：達成度判断基準 取組の状況・結果 達成状況 

体
づ
く
り 

体力の向

上 

・体育の授業で、毎時間３分間走
に取り組む。 
・ゴールデンタイム等を通して、授
業以外の時間にも、積極的に体
を動かすことができるようにしてい
く。 

【成果指標】 
体力テストで数値の低
かった項目「２０ｍシャト
ルラン」が県平均を上回
っている。 

「２０ｍシャトルラン」において、県平
均を突破した児童の割合が 

 県平均を突破した児童の割合は
６２％だった。具体的取組の「３分
間走」を継続していく。また、ゴール
デンタイム等の運動機会を積極的
につくっていく。 

C 

主担当：松本 
評価方法： 
２０ｍシャトルラ
ン 
評価実施時期： 
７月，１月 

Ａ: ８０%以上 
Ｂ: ７０%以上 
Ｃ: ６０%以上 
Ｄ: ６０%未満 

健康教育

の推進 

・毎月「元気アップカード」を行い、
規則正しい生活習慣を身につけ
させる。 
・早寝・早起きの大切さ、メディアの
使用時間等について指導する。 
・朝ごはんの大切さや食事のマナ
ー等の食育を行う。 

【満足度指標】 
学校での指導や家庭で
の働きかけの結果、子
ども達の生活習慣が向
上している。 

保護者アンケートの「早寝・早起き・
朝ごはんが実行できている」という項
目に肯定的に回答した保護者が 

 早寝・早起き・朝ごはんが実行で
きていると回答した保護者は７９％
であった。児童アンケートでは
100％であった。集団指導の継続、
また生活面で気になる児童には個
別指導を行なっていく。 

C 

主担当：上田 
評価方法： 
保護者アンケー
ト 
評価実施時期： 
７月，１月 

Ａ: ９０％以上 
Ｂ: ８０％以上 
Ｃ: ７０％以上 
Ｄ: ７０％未満 

絆
づ
く
り
・
開
か
れ
た
学
校 

地域の教

育力の活

用 

・地域人材を活用し，地域の特色
を生かした授業実践を行う。 

【努力指標】 
生活科，総合的な学習，道
徳などの授業やクラブ活動
などで，地域の人材を活用
する授業を行っている。 

学期に１回以上行った学級が  地域人材を活用した授業を行っ
たのは３学級だった。２学期にはゲ
ストティーチャーを招いての授業を
予定している。年間学習計画をもと
に地域の特色を生かした授業づく
りを進めていく。 

B 

主担当：梶 
評価方法：担任
からの報告等 
評価実施時期： 
７月，１月 

Ａ: ４学級 
Ｂ: ３学級 
Ｃ: ２学級 
Ｄ: １学級 

学校情報

の積極的

な公開と

家庭・地

域への適

切な説明 

・学校だよりや学級だよりの発行、
ホームページの充実により、保護
者が学校経営方針や教育内容を
理解できるように努める。 

【満足度指標】 
保護者が学校の教育方
針や児童の様子が伝わ
っていると感じている。 
 

保護者アンケートで「学校だより、学
級だより、ホームページ等で児童の
活動の様子が伝わりやすい。」に対
し、肯定的な回答をした保護者の割
合が、 

 保護者アンケートの結果は 96％
であった。昨年度よりわずかながら
向上した。児童の活動の様子をタ
イムリーに発信していることが結果
につながったと考える。今後も保護
者への発信システム「スクリレ」も活
用しながら、保護者の一層の理解
を得るように努める。 

Ａ 

主担当：三盃 
評価方法： 
保護者アンケー
ト 
評価実施時期： 
７月，１月 Ａ: ８５％以上 

Ｂ: ７５％以上 
Ｃ: ６５％以上 
Ｄ: ６５％未満 

人
材
育
成
・
働
き
方
改
革 

人材育成 ・若手が中心となって，職員全体で
学ぶ機会を設定する。 
・日常的に，かつ月１回短時間でも
設定し，授業や行事に生かす。夏
季休業中に，若手主催で研修会
を実施する。 

【満足度指標】 
若手教員早期育成プロ
グラムの研修により、職
員が指導力や・授業力
が向上したと感じてい
る。 

教職員アンケートで「校内研修や若
プロで、指導力・授業力が向上した」
に対し、肯定的な回答をした教職員
の割合が、 

 アンケートの結果は肯定的回答
が１００％だった。若手職員のニー
ズを把握しながら,タイムリーな内容
を取り上げてきた成果である。後期
は他校と連携したり，若手主催の
研修会を実施したりする。後期は
「とてもそう思う」が１００％となること
を目指す。 

A 

主担当：梶 
評価方法： 
実施回数 
評価実施時期： 
７月，１月 Ａ: １００％ 

Ｂ: ７５％ 
Ｃ: ５０％ 
Ｄ: ２５％未満 

働き方改

革の推進 

・校務分掌の平準化と担当の明確
化を図り，意識改革を推進する。 
・業務改善のための会議を定期的
に開催する。 
・校務支援システムの活用による業
務改善を増やす。 

【成果指標】 
教職員が働き方改革を
意識して効率的に業務
を行い，時間外勤務時
間を削減している。 

定時退校日を月に 3 回（第３水曜
日、最終金曜日、マイ定時退校日）
とし、定時退校日を 3 回以上取得し
た割合が、 

 定時退校日を月に３回以上取得
した割合が 158％であった。教職員
が働き方改革を意識して効率的に
業務を行っていることの現れであ
る。ただし、厳密には１７時頃の退
校も定時とみなしている場合もあ
り、具体的取組の一層の定着を目
指す。 

A 

主担当：三盃 
評価方法： 
勤務時間記録
表，職員アンケ
ート 
評価実施時期： 
７月，１月 

Ａ: １５０％以上 
Ｂ: １３０％以上 
Ｃ: １００％以上 
Ｄ: １００％未満 

 


